
2020年 その他のニュース
●成人式51年ぶり冬の開催
●日南小学校統合10周年
●オオサンショウウオの保全活動が表彰される
●林業アカデミー卒業生７名のうち５名が町内企業に就職
●ポケモンマンホールを道の駅に設置
●日野郡3町の公設塾「まなびや縁側」オープン
●小・中学校　新型コロナウイルス感染症の影響で
　休校・分散登校に
●日南町観光協会が鳥取県より旅行業者に登録
●新型コロナウイルス感染症をうけ、マスクやアニメ
　グッズ､にんじんジュース､電子ピアノ等が寄贈される
●日南邑にドッグラン・キャンプサイト完成
●コロナ支援鳥大・島大へ日南町のお米を届ける

●農業の収益力向上と人材育成を目指してトヨタ自動
　車と協定締結
●コミュニティ・スクールの導入に向け熟議始まる
●規模を縮小して宣揚祭・船通山記念碑祭
●初開催「夕涼みコンサート」コロナで発表の場が減
　る子どもたちに発表の場を
●町内で利用できる「買い物割引券」｢お食事券」配布
●鳥取大学･ソフトバンク･日南町の三者で連携協定締結
●4年ぶりに人口巣穴にオオサンショウウオが産卵
●NDSにちなんダンススクールが初の自主公演
　「DANCE IMPACT  vo.1」開催
●福栄線“ドア･ツー･ドア型デマンドバス”実証運行開始へ
●日南大建　新工場が起動

2020年 まちの５大ニュース令和３年 新春のあいさつ

　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
康
で
希
望
と
期
待
に
満
ち
た
新
年

を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
年
明
け
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
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内
で
も
拡
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を
み
せ
始
め
、
４
月
に
は
町
内
飲
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店
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宿
泊
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皆
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さ
せ
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迎
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ッ
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光
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よ
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町
内
全
域
で
の
高
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ネ
ッ
ト
環
境
の
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築
や
、
木
材
団
地
再
整
備
に
よ
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高
付
加
価
値
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製
造
工
場
の
整
備
な
ど
、
未
来
へ
向
け
た
町
の
基
盤
整

備
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
「
ま
な
び
や
縁
側
」
の
開
講
、
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
１
期
生
７
名
の
う
ち
５

名
が
町
内
企
業
に
就
職
す
る
な
ど
、
担
い
手
育
成
の
大
き
な
節
目
と
な
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
本
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、

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
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感
染
症
対
策
に
全
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取
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ま
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。
そ
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東
京
オ
リ
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ピ
ッ
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パ
ラ
リ
ン
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ッ
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世
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築
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踏
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取
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。
結
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に
あ
た
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、
本
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が
町
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皆
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と
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ま
し
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満
ち
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申
し
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。
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。
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を
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迎
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と
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　昨
年
は
世
界
中
を
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撼
さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発
生

し
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現
在
も
町
執
行
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ロ
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の
感
染
対
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追
わ
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ほ
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催
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感
染
症
防
止
の

た
め
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
い
る
事
と
存
じ
ま
す
。
一
刻
も
早
い
ワ
ク
チ

ン
や
治
療
薬
の
完
成
を
願
う
ば
か
り
で
す
。
た
だ
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ロ
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も
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を
よ
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町
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始
ま
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中
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は
町
全
体
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ケ
ー
ブ

ル
テ
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建
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、
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催
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検
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取
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と
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2020年 まちの５大ニュース（2020.１月～2020.12 月）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大に
より、4月16日全国へ緊急事態宣言が
発令されました。それに伴い町でも飲
食・宿泊営業の休業要請を行い、町民に
も外出自粛をお願いする等異例のゴール
デンウィークとなりました。その後も新
しい生活様式での生活が続き、新型コロ
ナウイルス感染症は2020年を通して
大きな影響を及ぼしました。

全国緊急事態宣言をうけ自粛へ
飲食・宿泊営業の休業要請発令
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SDGsへの取り組みを町内外へPRする
「SDGsにちなんアンブレラスカイ」が
始まりました。役場庁舎を彩る和傘は、
日南小学校の児童等の協力により、
SDGsのアイコンカラー17色に色付け
られました。

SDGsアンブレラスカイ
町内外にSDGs推進PR３/19

旧日野上小学校の銀杏を一目見よう
と黄葉シーズン中に約7千人の来場
者が訪れました。夜のライトアップ
「銀杏夜会」は新型コロナウイルス
感染症対策のため行われませんでし
たが、SNSや報道を通して口コミが
広まり、過去最多の来場者数となり
ました。

鳥取県文化財保護審議会において、
答申がなされた「日南町神福のサク
ラソウ群落」が、県の指定文化財と
して決定しました。サクラソウは最
も絶滅の危険がある植物で、福栄サ
クラソウを守る会（栩木建明会長）
をはじめとする地元での保全と啓蒙
活動が評価され指定の答申となり、
認められました。

福栄のサクラソウが
県文化財に５/22｢日野上銀杏｣イベント過去最高

約7000人の来場者！11/15

とちぎ たつあき

昭和34年の日南町誕生以降、60年
間にわたる町の歴史を綴った『続日
南町史』が発刊されました。様々な
分野で行われてきた町の事業をとり
あげた「行政編」と、自治会(地区)
単位で地域の特色などを紹介した
「地域編」に分かれています。

『続日南町史』が発刊９/15


